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町
 傘
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
 

合
併
問
題
を
共
に
考
え
て
く
だ
さ
い
・
・
・
 

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
是
非
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
〇
 

方城町長 白石 博文 

く

ノ

 

「
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」
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／
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一
督
血
か
‘
臓
‘
、
 

こ
や
か
に
初
登
庁
ー
 

10 

月
1

日
、
白
石
町
長
が
町
民
、
町
職
 

員
の
出
迎
え
る
中
、
初
登
庁
し
ま
し
た
 

今
回
9
月
2

日
の
町
長
選
告
示
日
に
、
 

白
石
町
長
以
外
、
立
候
補
の
届
け
出
が
な
 

く、 
24 

年
ぶ
り
と
な
る
無
投
票
で
、
白
石
 

町
長
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
白
石
町
長
は
、
「
こ
の
度
の
方
 

城
町
長
選
挙
に
、
お
き
ま
し
て
二
期
目
を
、
 

無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
す
こ
と
が
出
来
 

ま
し
た
。
引
き
続
き
対
話
と
協
調
に
努
め
 

『
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
魅
力
あ
ふ
れ
 

る
ま
ち
づ
く
り
』
に
全
力
を
尽
く
す
決
意
 

で
あ
り
、
今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
尚
一
 

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
 

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
二
期
目
 

に
対
す
る
新
た
な
気
持
ち
を
表
明
し
ま
 

し
た
。
 

白
石
町
長
に
は
、
こ
れ
か
ら
市
町
村
合
 

併
の
本
格
化
、
方
城
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
 

セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
、
問
題
が
山
積
み
で
 

は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
望
ん
で
い
る
、
 

住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
と
、
方
城
 

町
の
発
展
に
繋
が
る
町
政
に
取
り
組
み
 

を
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
 

期
待
に
応
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
 

す。 

J ▲住民説明会で白石町長（左）と町職員が合併問題について説明 
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▲初登庁の朝庁舎玄関前で職員の出迎えを受ける 

ノ , 

10 
月
9
日
、
方
城
町
役
場
三
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
1
 

回
常
会
長
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

出
席
者
は
、
町
側
が
、
町
三
役
、
担
当
職
員
と
、
各
地
区
常
会
 

長
で
し
た
。
 

会
議
内
容
は
、
任
意
合
併
協
議
会
設
置
ま
で
の
経
緯
や
、
 10 

月
 20 

日
か
ら
 11 

月
5

日
ま
で
の
間
に
、
町
職
員
が
4
班
に
分
 

か
れ
て
、
町
内
 40 

地
区
の
集
会
所
で
、
下
田
川
三
町
（
赤
池
・
金
 

田
・
方
城
）
合
併
に
関
す
る
説
明
に
ま
わ
り
、
住
民
の
方
々
に
、
 

三
町
の
置
か
れ
て
い
る
財
政
状
況
や
、
合
併
の
メ
リ
ツ
ト
と
 

デ
メ
リ
ツ
ト
、
合
併
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
 

明
会
を
開
く
こ
と
と
、
 11 

月
6
日
か
ら
 10 

日
ま
で
の
間
で
、
 
18 

歳
以
上
の
方
城
町
住
民
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
1

、
4
9
 

〇
名
を
対
象
に
下
田
川
三
町
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
 

査
を
行
う
等
、
今
後
の
日
程
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
で
 

し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
合
併
問
題
等
に
つ
い
て
、
町
か
ら
町
民
の
み
 

な
さ
ん
へ
情
報
提
供
や
説
明
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
 

▲参加者は合併問題についての説明を資料をもとに 
聞かれていました 

③応広報ほうじよう 2003年（平成15年）11月 2003年（平成15年）11月6Fi広報ほうじょう② 
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寸オ比堀」プヒ「ユ月＋ん 

退

 

ざ
s
ソ
バ
畑
で
採
れ
た
蕎
麦
粉
を
使
っ
 

争h
〕
 

欧
無
・
」
り
，
γ
た
、
手
打
ち
ソ
バ
に
舌
鼓
を
打
ち
 

酬
山
総
 
釦
産
加
発
『
割
引
着
 71 

一
 

、

 

一
 

ピアノの調べがはじめてホールに流れた日 
―地域交流センターピアノ開き 

方城町文化芸能大会― 
ーーーーーーーー 

8
月
 30 

日
、
方
城
町
地
域
交
流
 

セ
ン
タ
ー
で
町
民
参
加
に
よ
る
、
 

こ
け
ら
落
と
し
を
兼
ね
た
ピ
ア
 

ノ
開
き
と
町
民
文
化
芸
能
大
会
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

一
部
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
 

ー
ル
に
新
し
く
設
置
さ
れ
た
グ
 

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
、
コ
ン
サ
ー
ト
 

活
動
な
ど
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
 

て
い
る
、
ピ
ア
ノ
演
奏
家
の
永
田
 

郁
代
さ
ん
（
北
九
州
市
在
住
）
が
、
 

ま
ず
ピ
ア
ノ
開
き
演
奏
を
し
、
続
 

い
て
友
石
絵
里
・
早
菜
さ
ん
（
方
 

城
中
三
年
・
一
年
）
佳
菜
さ
ん
（
弁
 

城
小
五
年
）
姉
妹
の
ピ
ア
ノ
連
弾
、
 

永
末
舞
さ
ん
（
弁
城
小
三
年
）
、
中
 

道
野
々
香
さ
ん
（
方
城
中
二
年
）
 

が
演
奏
を
し
ま
し
た
。
 

ピ
ア
ノ
に
続
い
て
、
方
城
中
学
 

三
年
の
土
肥
由
梨
さ
ん
が
バ
イ
 

オ
リ
ン
を
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
本
島
 

み
ち
る
さ
ん
が
演
奏
し
、
日
こ
ろ
 

の
練
習
の
成
果
を
音
色
に
乗
せ
 

て
舞
台
上
で
披
露
し
ま
し
た
。
 

舞鯛 ノ‘ 
▲演奏中の永田郁代さん 

10 
月
 12 

日
、
方
城
町
農
業
総
合
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
で
、
ソ
バ
の
 

花
フ
ェ
ス
タ
2
〇
〇
3
が
萩
ケ
原
 

の
ソ
バ
畑
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

朝
方
か
ら
、
雨
の
降
る
天
候
で
 

人
出
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
毎
 

年
こ
の
時
期
に
ソ
バ
フ
ェ
ス
タ
が
 

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
徐
々
に
知
ら
 

れ
て
き
た
の
か
、
ま
ず
ま
ず
の
人
 

出
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
 

可
愛
ら
し
い
白
い
花
を
咲
か
せ
 

た
、
ソ
バ
の
花
に
力
メ
ラ
を
向
け
 

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
人
や
、
ソ
 

バ
畑
の
中
で
、
子
ど
も
達
の
記
念
 

写
真
を
撮
る
親
子
連
れ
な
ど
、
微
 

笑
ま
し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
 

ま
し
た
。
 

争
か
趣
 

嬰
 ●

一
会
場
内
で
は
、
来
場
者
達
が
、
 

2
部
は
趣
向
を
変
え
て
文
化
 

芸
能
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
芸
 

達
者
な
方
々
が
舞
台
上
で
歌
や
 

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
今
回
こ
の
よ
う
な
催
し
 

が
初
め
て
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
 

か
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
っ
 

と
町
民
の
方
々
の
、
利
用
が
増
え
、
 

ま
す
ま
す
方
城
町
の
文
化
や
音
 

楽
に
対
す
る
興
味
や
造
詣
が
、
さ
 

ら
に
深
ま
る
拠
点
に
、
な
っ
て
い
 

く
場
所
だ
と
感
じ
ら
れ
た
一
日
 

で
し
た
。
 

販
売
し
て
 

い
た
、
そ
 

ば
ま
ん
じ
 

ゅ
う
を
お
 

土
産
に
買
 

っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

今
年
は
、
 

バ
ン
ド
も
 

議
叫
 

農
産
加
工
「
藤
の
会
」
が
作
っ
て
 

，
、
武
，
「
『
 

2
 

タ
 

ス
 

エ
 

フ
 

花
 

の
 

f
、
 

ノ
 

ソ
 

参
加
し
て
、
な
つ
か
し
い
「
ベ
ン
 

チ
ャ
ー
ズ
」
の
曲
を
演
奏
さ
れ
、
 

フ
ェ
ス
タ
の
盛
り
上
げ
に
一
役
買
 

っ
て
い
ま
し
た
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
、
地
域
 

住
民
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
、
 

回
を
重
ね
て
き
た
、
こ
の
ソ
バ
の
 

花
フ
ェ
ス
タ
が
、
来
年
も
、
ソ
バ
 

が
白
い
花
を
咲
か
せ
る
、
こ
の
時
 

期
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
、
楽
し
 

み
に
し
て
い
ま
す
。
 

▲熱演中の‘‘オガワーズ’' 

方城町地域 

イントラネット 

基盤施設整備事業 

方城中学校 
回 

選騒 
100 

光フアイノ「ー 

伊方小学校 

弁城小学校 

ほのぼの館 

▲ナシの皮むき、腕前を見よ 

光ケーブル敷設工事にこ協力を●●● 
―地域イントラネット基盤施設整備事業― 

▲威勢良く盛り上げた婦人太鼓のみなさん 

‘ 長寿のヒケツは、いきいき笑顔と 
， 健やかで楽しみある人生・・・ 
ぐ卒寿の岩猿さん 一方城町敬老会ー 

■夫婦最高齢者ご夫婦 

高津 清次・ョシ子さん 

（合計185歳） 

■金婚式を迎えたこ夫婦 

白石政男ーナチョさん（中古門） 

杉本時男・フイ子さん（西古門） 

川原敬之・徳恵さん（大黒住宅） 

吉武正春・業子さん（湧測住宅） 

鈴木啓治・アサノさん（新門上） 

白石道則・銀子さん （西古門） 

永末義則・タケョさん （新町） 

白石辰夫・峰子さん （中古門） 一一 螺ソソ 戸 
、~J 、昇~ ノぜI 
▲町長表彰を受けられた方々 

9
月
 15 

日
、
年
輪
を
重
ね
ら
れ
 

な
が
ら
健
康
に
、
長
寿
を
迎
え
ら
 

れ
た
方
々
を
祝
う
敬
老
会
が
、
方
 

城
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
 

れ
ま
し
た
。
 

今
年
、
町
内
に
住
む
 70 

歳
以
上
 

の
方
は
1
、
〇
7
3
人
で
、
そ
の
ー
つ
 

ち
6
〇
9
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
各
地
区
こ
と
に
参
加
さ
 

れ
、
最
高
齢
者
は
 99 

歳
の
瓜
生
亀
 

子
さ
ん
（
前
村
）
と
、
福
田
ミ
ョ
さ
 

ん
（
鶴
ケ
丘
上
）
の
一
一
人
、
夫
婦
最
 

高
齢
者
、
金
婚
式
を
迎
え
た
夫
婦
 

方
城
町
で
は
、
町
内
の
小
学
校
 

や
中
学
校
及
び
各
公
共
施
設
等
 

を
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
、
町
 

民
の
み
な
さ
ん
に
行
政
サ
ー
ビ
 

ス
の
向
上
や
、
福
祉
、
交
流
機
能
 

の
充
実
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
 

め
の
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
 

盤
施
設
整
備
事
業
（
光
ケ
ー
ブ
ル
 

敷
設
事
業
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
 

す。 

を
は
じ
め
と
す
る
方
々
に
、
長
寿
 

を
祝
っ
て
白
石
町
長
よ
り
賞
状
と
 

祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
長
表
彰
の
あ
と
、
4
保
育
所
 

の
園
児
達
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
大
 

き
な
声
で
合
唱
や
、
は
っ
ぴ
姿
で
 

踊
り
を
披
露
し
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま
で
も
健
 

康
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
 

可
愛
ら
し
い
笑
顔
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
、
来
年
も
会
場
で
元
 

気
な
笑
顔
で
お
会
い
し
ま
し
よ
う
。
 

本
工
事
の
施
工
に
あ
た
り
、
町
 

民
の
皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
か
け
 

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
町
行
政
に
、
 

情
報
技
術
は
欠
か
せ
な
い
事
業
 

で
す
。
 

今
後
も
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
 

き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
協
力
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

承
 z 

方城町児童センター 

方城町中央公民館 

J
 

か「 

日日日日日日 
日日“コ日日 

方城町立診療所 

日日日日日日 
日日田日日 

保健福祉センター 

方城町地域交流センター 

■工事施工会社 

NITマーケティング 

アクト九州 飯塚支店 

NITネオメイト 飯塚営業所 

■工事期間 

平成15年10月15日～12月26日 

■問い合わせ 

企画財政課 電算係 

▲町立保育所の園児が振り付きで合唱しました 

/E× ノγ・、 ．一ー 一 
（、Dノ” 広報はつじよつ 2003年（平成15年）11月 2003年（平成15年）11月FF 広報ほうじょう④ 



国
民
健
康
保
険
か
ら
 

老人保健制度 
老人保健の対象となる年齢が以前は「70歳から」でしたが、平成14年10月か 

ら「75歳から」になりました。（一定の障害がある人は65歳以I ) 

※ただし、昭和7勺9月30!!以前に生まれた人は、老人保健の対象となります。 

●高額医療費の支給 
保健医療機関に対し、1 ケ月IIII」にド表の自己負担限 

度額を超えて支払ったときは、巾請により超えた分が 

払い戻されます。 

⑥申請に必要なもの 
①老人医療受給者証（健康手帳） 

②健康保険証 

③印かん 

④本人名義の郵便局以外の預金の通帳 

⑥自己負担限度額（月額） 

対象者 担
合
 

負
割
 

外来 
（個人こと） 

入院および世帯ことの 
限度額 

一
定
以
上
の
 

所
得
が
あ
る
人
 

2
割
 

40,200円 

72,300円＋ 
[（実際にかかった医療費 

-361,500R) xl%] 

★(40,200円） 

雁 
1 
割 12,000円 40,200円 

※
低
所
得
 

n
 

1 
割 8 ,000円 

24,600円 

15,000円 I 
1 
割 

0 *0 内の額ま、4 ケ月目以降の場合（多数該当） 

〇※低所得は、非課税世帯の人です。 

※低所得の人は申請すると、「減額認定証」が交付され 

ます。 

× 

⑩払い戻しは入院時の食事代、差額ベツド代も含 

まれるのつ 

⑤含まれません。保険がきかない診療費などに二） 

いても含まれません。 

固領収書がありませんが、請求できるの？ 

⑤高額医療費の請求に領収書は必要ありません。 

固申請には本人が行かないとできないのつ 

③申請手続きに必要なもの①～④をすべて持参 

すると代理の方でもできます。 

⑩申請は毎回しなければいけないのつ 

⑤申口青を一度すれは該当の場合払い戻されまソ 

問い合わせ 住民課住民係 公22・0520（内線143) 

こんなときは届出を！! 
⑥一定の障害（「寝たきり」など）のある方が65歳 

になったとき、または65歳を過ぎて一定の障害 

のある状態になったとき。 

⑥他の市区町村へ転出するとき。 

⑥他の市区町村から転入してきたとき。 

⑨同じ市区町村の区域内で住所が変わったとき。 

⑥加入している医療保険が変わったとき。 

⑥生活保護を受けるようになったり、医療保険の 

資格を失ったとき。 

⑥死亡したとき。 

〈届出に必要なもの〉 

ロ健康手帳口医療受給者証口保険証口印かん 

●入院時の食事代の自己負担 
人院した時にかかる食事代は所得ことの定額自己負 

担となります。 

―定以上所得者 
および―般 

1日 780円 

低
所
得
五
 

90日までの入院 1日 650円 

90日をこえる入院 
（過去12ケ月の入院日数） 

1日 500円 

低所得I 1日 300円 

※「低所得I 、 II」の方は、「老人医療の限度額適用・標準 

負担額減額認定証」が必要となります。手続きをした月 

からの減額となります。 

●交通事故などで病院にかかる時 
交通事故など第三者の行為によってけがをして病院 

にかかる時は、役場窓口で手続きをすると老人保健で 

治療を受けることができます。（必ず担当窓口に届出を） 

●お医者さんにかかる時 
毎月初めに病院などの窓口へ「保険証」・「健康手帳」・ 

「医療受給者証」を必ず提示してください。 

j フ 

民 
健 

お
知
ら
せ
で
す
 

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
社
会
 

保
険
等
（
扶
養
含
む
）
他
の
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
 

保
の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

手
続
き
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、
 

い
つ
ま
で
も
納
付
書
や
保
険
証
 

が
お
手
元
に
届
く
の
で
二
重
に
 

保
険
税
（
料
）
を
払
う
こ
と
と
な
 

り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
の
資
格
喪
 

失
後
受
診
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
の
も
 

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
 

に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

手
続
き
の
際
に
必
要
な
も
の
 

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
 

結
果
的
に
保
険
税
を
払
い
す
ぎ
 

て
い
る
場
合
は
還
付
い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
残
っ
て
い
る
場
合
は
ご
精
 

算
い
た
だ
き
ま
す
。
 

※
社
会
保
険
等
の
資
格
を
喪
失
 

し
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
 

加
入
（
喪
失
日
か
ら
 14 

日
以
内
）
 

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
 

す
（
社
会
保
険
等
の
任
意
継
続
 

を
行
わ
な
い
場
合
に
限
る
）
。
 

喪失の手続きに必要なもの 

●国民健康保険証 

●社会保険等被用者保険（コピー可） 

●印鑑（世帯主のみとめ印） 

加入の手続きに必要なもの 

●国民健康保険証 

（すでに同じ住民票内の方が国保に加入している場合のみ） 

●社会保険等被用者保険（扶養含む）喪失届 

●印鑑（世帯主のみとめ印） 

乳幼児医療証 

福岡県乳幼児医療 

●医 療 証 

平成 年 月 日から 

有 効 期 限 入院外 平成 年 月 日まで 

入 院 平成 年 月 日まで 

負担者番号 l 1 4 0 1 1 7 6 

受給者番号 

受
 

給
 

者
 

住 所 

男・女 

平成 年 月 日 

氏 名 

生年月 日 

発行機開名 
及 び 印 

交付年月 日 

門な町鰯 
平成 年 月 日 

ラベンダー色の医療証 

対象乳幼児 

平成12年12月2日以降 

生まれの人 

平成9年4月2日～ 
平成12年12月1日 

生まれの人 

問い合わせ先 

住民課国保係 

公22・0520（内線141) 

乳
幼
児
医
療
証
 

切
り
替
え
の
お
知
ら
せ
 

今
回
、
県
で
は
平
成
 16 
年
1
月
1
日
よ
り
入
院
に
係
る
医
療
費
の
 

み
3
歳
未
満
か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
に
（
3
歳
ー
小
学
校
入
学
ま
で
、
 

外
来
医
療
費
は
方
城
町
単
独
）
拡
大
さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
に
伴
い
医
療
証
の
切
り
替
え
交
付
を
 12 

月
に
実
施
し
ま
す
。
 

※
対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。
 

問い合わせ先 
住民課 

公22・〇52〇（内線143) 
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器習器〇〇のの〇● 
保育士の皆さんノ＼お知らせ 

保育土となるにば 

登録が必要となりま院 

受付場所 受付日 受付時間 定員 

第ー保育所 1月13日（火） 

午前10時 

午後5時 

60人 

中央保育所 1月16日（金） 110人 

ぎんなん保育園 1月15日（木） 90人 

すずらん保育所 1月14日（水） 90人 

ー・ 

！
』
！
コ
フ
い
、
べ
f
ー
？
、
 

E
に・ 

！.!!C

!j

ー

ノ

 
ー
．
一
 

つ
 

呆
建
師
ピ
よ
り
 

知
 

保
健
師
だ
よ
り
 

瀬川 幸絵 保健師 

少
子
化
に
つ
い
て
 

ー
生
物
学
的
側
面
か
ら
考
え
る
5
 

平成15年11月29日以降、保育士として仕 

事をするには、「都道府県知事の登録」が必要 

となります。登録をしないと保育士と名乗る 

こともできなくなります。 

現在、保育士として働いている人も登録は 

必要です。なお、すでに登録済みの方は、必要 

ありません。 

詳しくは、登録事務処理センター（公0120・ 

041・943）または県庁児童家庭課（公092・643・ 

3246）まで問い合わせください。 

※申請用紙は、保健福祉課保育所係及び各保 

育所にあります。 

~， ,FFII,. fーー 
▲元気な笑顔が待ってるよ 

受け付けに必要な書類 
⑥入所申請書・印鑑・雇用（内職）証明書・15年分の源泉 

徴収票（写し）・診断書（病気の人）など 

（確定申告する人は申告後、申告書の写しを提出して 

ください。） 

⑨保育料口座振替の手続きがお済みでない方は必ず提 

出してください。 

（変更のない場合は手続きはいりません。新規依頼者 

や変更のある方も必ず手続きをしてください。） 

⑨現在、子どもを入所（一年生に入学する児童を除く）さ 

せている家庭の保護者も必ず手続きをお願いします。 

入所対象児童の条件 

入所を希望する児童の保護者のいずれもが、次の条 

件のいずれかに該当し、児童を保育することができ 

ないと認められる場合であって、かつ、同居の親族そ 

の他の者が児童を保育することができない場合。 

(1）居宅外労働 （2）居宅内労働 

(3）妊娠中であるか又は出産後間がないこと 

(4）疾病・負傷又は精神もしくは身体に障害を有して 

いること 

(5）疾病等の看護 （6）家庭の災害 

(7）その他の保育に欠ける児童 

問い合わせ先 保健福祉センター内 保健福祉課 保 

育所係 公22・51〇1又は各保育所（園） 

現
右
、
目
本
は
少
子
化
・
高
齢
化
（
了
ど
 

も
が
少
な
く
、
尚
齢
者
が
多
い
）
社
会
で
あ
 

り
、
そ
の
こ
と
は
、
働
く
人
が
少
な
く
な
り
、
 

祖
会
保
障
の
負
担
の
増
加
（
例
え
ば
「
年
金
 

制
度
が
く
ず
れ
る
」
な
ど
）
に
な
る
と
い
わ
 

れ
、
大
き
な
H
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
要
因
に
関
し
て
は
 

①
女
性
の
高
学
歴
化
 

②
女
性
の
職
場
進
出
 

③
晩
婚
化
 

④
価
値
観
の
変
化
 

⑤
育
児
困
難
 

⑥
核
家
族
化
 

⑦
教
育
費
の
高
騰
 

⑧
そ
の
他
 

、

、

j
ノ
 

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
確
か
に
こ
れ
ら
の
要
 

因
は
正
し
い
の
で
す
が
、
少
子
化
現
象
は
 

生
物
の
普
遍
的
な
生
殖
に
関
わ
る
3
大
原
 

理
、
「
右
命
・
児
死
亡
率
・
環
境
」
が
大
き
く
 

関I
ソ
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
 

か
？
 

1
寿
命
 

噛
乳
動
物
は
、
寿
命
の
1

/
3
5
1
/
 

4
の
時
期
か
ら
生
殖
を
開
始
す
る
の
が
原
 

則
で
す
。
目
本
の
平
均
寿
命
は
男
 78 

歳
、
女
 

85 

歳
（
平
成
 14 

自
）
と
川
界
第
1
位
の
長
力
 

で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
生
殖
の
開
始
が
生
物
 

学
的
に
遅
れ
て
い
る
の
で
す
（
晩
婚
化
）
。
 

第
ー
了
を
も
う
け
る
q
齢
が
 30 

歳
ち
か
く
 

に
L

昇
し
た
の
も
、
こ
の
生
物
学
的
原
則
 

が
効
い
て
い
る
可
能
川
が
高
い
の
で
す
。
 

2
児
死
亡
率
 

生
物
は
、
発
達
中
の
死
亡
・
損
失
を
予
測
 

し
て
・
H
む
数
が
決
ま
り
ま
す
（
マ
グ
ロ
は
 

l
回
に
5
O

〇
万
粒
H
卵
し
ま
す
が
、
成
 

魚
に
な
る
の
は
た
っ
た
の
数
尾
だ
け
）
。
目
 

本
の
周
産
期
・
乳
幼
児
死
亡
率
は
近
年
激
 

減
し
、
「
H
め
ば
育
つ
」
時
代
に
な
っ
て
き
 

ま
し
た
。
1

人
の
女
性
が
生
涯
に
・
眉
む
子
 

ど
も
の
数
が
減
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
乳
児
 

死
亡
率
の
減
少
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
 

が
あ
り
ま
す
。
 

3
環
境
 

鉢
植
え
や
盆
栽
の
花
や
実
が
た
わ
わ
に
 

咲
実
る
の
は
、
植
物
に
と
っ
て
そ
の
環
境
 

、 ．‘ 

、ぺ 
デ 

‘ーg、I 
' 

‘一散こ 竺5ブノ 
す事当ー 

▲このふれあいが母と子の緯を深めます 

ノ 

が
よ
く
な
い
た
め
で
す
。
目
当
た
り
と
肥
 

料
を
充
分
に
与
え
れ
ば
、
枝
葉
は
茂
っ
て
 

も
花
実
は
つ
け
ま
せ
ん
。
動
け
な
い
植
物
 

に
と
っ
て
は
早
く
実
を
結
び
、
よ
り
よ
い
 

環
境
へ
移
動
し
た
い
の
で
す
。
 

ヒ
ト
に
と
っ
て
も
環
境
が
悪
い
（
貧
し
 

い
）
ほ
ど
、
子
だ
く
さ
ん
と
な
る
傾
向
が
あ
 

り
ま
す
。
一
般
的
に
、
発
展
途
上
国
は
子
ど
 

も
が
多
く
、
先
進
国
は
子
ど
も
が
少
な
い
 

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
目
本
は
経
 

済
的
に
は
き
わ
め
て
豊
か
で
あ
り
、
こ
の
 

こ
と
が
、
少
子
化
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
 

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

以
L

の
よ
う
に
、
少
子
化
の
原
因
は
、
少
 

な
か
ら
ず
生
物
の
生
殖
原
理
が
作
動
し
て
 

い
る
よ
う
で
す
。
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一議 

▲わたし達が作りました 

8
月
 23 

日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
親
子
 

料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
教
室
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、
 

小
学
校
4

・5

・6
年
生
の
親
子
 20 
名
が
参
加
し
、
 

方
城
産
の
野
菜
を
使
っ
た
献
立
を
作
り
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
、
お
母
さ
ん
に
包
丁
の
使
い
 

方
な
ど
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
上
手
に
調
理
 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
、
「
と
て
も
 

楽
し
か
っ
た
」
「
ま
た
作
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
 

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

〈献 立〉 

豚肉のソテー ブルーベリーソース 
夏野菜スープ ぎようざの皮ピザ 

三色団子 メロン 

男
性
料
理
教
室
の
こ
案
内
 

自
分
の
体
は
自
分
で
守
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
 

ん
。
男
性
で
あ
っ
て
も
食
生
活
に
関
す
る
基
礎
 

知
識
や
基
本
的
な
食
事
づ
く
り
は
マ
ス
タ
ー
し
 

た
い
も
の
で
す
。
簡
単
で
、
元
気
が
で
る
メ
ニ
ュ
 

ー
の
調
理
実
習
で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
 

み
ま
せ
ん
か
？
 

と
 
き
 
12 

月
 12 

日
（
金
）
 

と
こ
ろ
 
方
城
町
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

定
 
員
 
30 
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）
 

最
終
締
切
 12 
月
5
日
ま
で
 

参
加
料
 
3
〇
〇
円
 

持
っ
て
来
る
物
 
工
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
米
1
合
 

申
し
込
み
先
 
方
城
町
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

公
2
2

・
5
1
〇
1
 

離
乳
食
教
室
の
ご
案
内
 

離
乳
食
の
す
す
め
方
が
わ
か
ら
な
い
、
 

作
っ
て
も
食
べ
て
く
れ
な
い
な
ど
、
困
っ
 

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

栄
養
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
離
乳
食
 

に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
っ
 

と
 

き
 

11 

月
 27 
日
（
木
）
 
10 
時
ー
 12 
時
 

と
こ
ろ
 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

内
 
容
 
調
理
実
習
 

対
 

象
 

生
後
〇
1
8

ケ
月
ま
で
の
お
子
 

さ
ん
が
い
る
方
、
そ
の
他
、
興
味
が
あ
る
 

方
 

☆
当
日
は
託
児
も
し
ま
す
 

参
加
費
 
無
料
 

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
 

保
健
福
祉
セ
 

ン
タ
ー
 

容
2
2

・
5
1
〇
1
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心豊かな 子育てを… 

子育て支援セン名霧二ます 
問い合わせ 子育て中のお父さん、お母さんの交流の場、 

方城町立地域子育て支援センター 

公囲22・2401 

子供たちの出会いの場として楽しく過こしませんか。 

もうすぐママになる方も大歓迎です。 

ぜひ、お友達も誘って遊びに来てください。 

町
内
4
園
運
動
会
 

10 

月
 12 

・ 13 

日
、
町
内
4
園
と
子
育
て
 

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
動
会
が
開
か
れ
ま
 

し
た
。
 

町
立
中
央
・
第
一
保
育
所
・
子
育
て
支
 

援
セ
ン
タ
ー
は
、
中
央
保
育
所
の
園
庭
 

で
合
同
に
、
す
ず
ら
ん
保
育
所
、
ぎ
ん
な
 

ん
保
育
園
は
各
園
で
あ
り
ま
し
た
。
 

町
立
の
運
動
会
は
、
今
年
は
じ
め
て
 

種
目
の
中
に
、
方
城
町
老
人
大
学
フ
ォ
 

ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
の
、
受
講
者
の
方
々
 

が
参
加
し
て
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
 

保
育
士
と
園
児
が
、
交
互
に
応
援
合
戦
 

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
 

各
園
の
園
児
達
、
自
分
の
身
体
よ
り
 

大
き
な
玉
を
転
が
す
競
技
や
、
親
子
競
技
、
 

か
け
つ
こ
、
ダ
ン
ス
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
元
 

気
い
っ
ぱ
い
に
、
頑
張
り
を
見
せ
ま
し
た
。
 

？
一
▲
ト
玉
入
れ
で
 

』

 

太
田
・
中
川
所
長
走
る
 

篇
 

-- A 

▲笑顔でフォークダンス 

1 

ボデイー 

八十ンティジか 

●中央保育所 

9 月5日、 シ～ 

3・4・5歳 、に篇 
児がボディー 甑 

ペインティング 

をしました。 

いつも、画用紙に絵を描いている 

子ども達が、この日は、裸になった 

友達の身体に、ボディー用の絵の 

具で、思い切り絵を描いて遊びま 

した。 

＋、サ心 

0J ソ1く＝ 

9 月11日、5歳児が、おばあちゃ 

ん達を招待して、お茶会（お月見）を、 

ひらきました。 

園児達は、ほどよい緊張感の中、 

お茶を上手に運び、お月様に見立 

てた、団子 

とお抹茶を、 

おばあちゃ 

ん達とー緒 

に、おいし 

くいただき ャ 

ました。 ～~一一ーー 

響ず，一‘ぽ“"“トめ” 
， う ん どう 

,; 

"-. ＃~‘ "' IS IS " 154 * IS ,IS 

i夢 
S 一 

▲鼓笛隊の入場です 

おじいちゃん・おばあちゃん、 

また、来たよ！ 
9 月12日、慈恵苑の敬老会に参 

加しました。 

これまでも、芋つる植え、誕生会 

など交流を続けてきました。今回も、 

元気な歌声や、体操と共に子ども 

達の手作りのペンダントをおじい 

勲血7"’、 
むほ（」Z）う 

ゃん達に ！ 

手渡しま霞き事A“ 一扇八ビ 
した。 露ミ雲証」建み了 

ステキなバイオリンの 
音色にウツトリ・・・ 

9 月18日、ホールでミニコンサ 

ートをしました。 

童謡や親しみのあるクラッシッ 

ク音楽、大好きな映画の主題歌な 

どの曲に小さな赤ちゃんも保育士 

●ぎんなん保育園  U 
敬老招待 

9 月13日、園児のおじいちゃん、 

おばあちゃん達を保育園に招待して、 

敬老のお祝いをしました。 

日ころ、おじいちゃんや、おばあ 

ちゃん達と、一緒に遊ぶことや、ふ 

れ合う機会が少ない園児達が、こ 

の日は、一緒にゲームをしたり、写 

真を撮ったり、孫の成長に目を細 

める、おじいちゃん、おばあちゃん 

達の姿に、こちらまでジーンとさ 

せられる場面がありました。 

) 

町立保育所の運動会や中央保育所のお店屋さんこっ 

つ誓も参力？し、とっても楽5過こしました。 、 

,，』『‘ でγ4 、ニヌ 

▲「はい、どうぞ」ママと一緒にお買い物 

お母さんのおひざの上でワンツーワンツー。親子で 

J 遊びながら 
楽IIぐフ土 I 

ンシップ、 

知らない内 

にリズム感 

が身につき 

ます。 

▲ひざの上でワンツー、ワンツー 

育児講演会のお知らせ 

J 

演題 「楽しい子育てを」 

講師 矢野いく子先生 

日時 11月21日（金） 

場所 方城町立中央保育所遊戯室 

園庭開放日のお知らせ 
すずらん保育所 火曜日 

中央保育所 水曜日 

第―保育所 木曜日 

ぎんなん保育園 金曜日 

身体測定をした 

り離乳食の話を聞 

きました。参加し 

た母親が赤ちゃん 

におっぱいをあげ 

るほほえましい姿 

も見られました。 

お母さんのト 
おっぱい最高ね 

★6日（木） 試食会 

*11日（火） リズム遊び 

場所 すずらん保育所 

講師 持丸由利子先生 

*21日（金） 育児講演会 

*26日（水） 誕生会 

I 

★―品持ち寄りパーテイー 

★リズム遊び 

★誕生会・クリスマス会 

I 
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J ⑥じょうずに刈れたよ！ 
ー弁城小学校― 

9 月17日、2・3校時に、3年生から6年生までの6 

5 名の児童達が、総合学習の一環として学校前の田ん 

ぼで、稲刈りをしました。 

この稲は、5月27日に田植えをしたときの苗が成長 

したものです。稲刈りをする前に、秋野隆さん（上弁城） 

より、稲の借り方等の指導を受けました。 

また、保護者の方々にも応援してもらいました。 

日頃、児童達は鎌を使った経験が、無いので最初の内は、 

恐る恐る刈っていましたが、時間が経つにつれて、みんな、 

だんだん上手に刈れるようになりました。 

稲を刈った後に、みんなで脱穀するところまで運び、 

稲刈りは無事終 

了しました。 

残暑の厳しい 

中での稲刈りで 

したが、児童達 

にとっては貴重 

な体験学習にな 

りました。 

~、 
'‘一A一~ぎg 

鷲」議脚 
‘声 

g ニコニー． 七プて二＝h二二f一ニー・、こ 
ン‘尋ごン矛プンIィを‘芸＝ン手・、メ’り、りr・二，」遍 
」叫’シ！．つノニンノぐて‘fつノ’．I二二吃．一一い マI守し 

▲黄金色の田んぼで 豊作・豊作 

に’~ 

⑥野外映写会 

―弁城小学校― 

10月4日、恒 

例となったバザーと野外映写 

会がありました。 

平成9年に始まった、この 

野外映写会は、今年で7回目に 

なりました。 

当日は、天候にも恵まれ、沢山の保護者や、地域のボ 

ランティア団体の方々の参加、協力もあり今年もバザ 

―を開くことが出 
＼、 ー 

今回の映画作品 

は「リロ・アンド・ス 

ティツチ」で、上映 

がタ方からだった 

ので、少し寒さが心 

配されましたが、み 

んな楽しく最後ま 

で見ていました。 
・注j 

・‘ノ ・‘●、 

」 ， ．・、’！ケ 

‘ こ響’三‘繊』窪‘ド 

▲バザーと映画どちらも繁盛で好評でした 
 ノ 

ノ、 、 乙ー 

▲「ゴールII」テープ切ったぞ 

⑥競い合い、 
力を出し切った体育会 
―弁城・伊方小学校、方城中学校― 

で誉讐；置轡釜懇喜髪i、ミ鷲 

▲騎・馬が一体となって「倒れんぞ」 

9
月
 28 

日
、
清
々
し
い
秋
晴
れ
の
中
で
、
 

弁
城
・
伊
方
小
学
校
の
体
育
会
が
両
校
の
グ
 

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

2
学
期
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
学
年
こ
と
に
 

毎
日
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
を
、
こ
の
日
、
 

応
援
に
来
た
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
前
 

で
発
揮
し
ま
し
た
。
 

4
月
に
入
学
し
て
来
た
一
年
生
が
、
初
め
 

て
の
体
育
会
で
、
懸
命
に
走
り
演
技
す
る
姿
 

は
、
半
年
間
で
、
ず
い
ぶ
ん
た
く
ま
し
く
成
 

長
し
た
姿
を
ー
っ
か
が
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。
 

各
学
年
紅
白
に
分
か
れ
、
お
互
い
力
を
合
 

わ
せ
て
競
技
や
演
技
に
出
場
、
リ
レ
ー
で
は
 

差
が
開
い
た
チ
ー
ム
が
、
次
の
走
者
に
少
し
 

で
も
差
を
縮
め
て
、
バ
ト
ン
を
つ
な
こ
う
と
 

必
死
で
追
い
か
け
る
姿
に
、
応
援
の
声
が
一
 

段
と
大
き
く
な
り
、
こ
ち
ら
も
思
わ
ず
手
に
 

汗
握
り
ま
し
た
。
 

組
体
操
で
は
全
員
息
が
ぴ
っ
た
り
と
合
 

い
、
一
糸
乱
れ
ぬ
演
技
で
し
た
。
 

最
後
に
、
弁
城
小
学
校
は
三
段
タ
ワ
ー
を
、
 

伊
方
小
学
校
は
四
段
タ
ワ
ー
を
組
み
上
げ
 

, 
▲ダンシング“ミッキーマウス’' 

10 
月
5

日
、
中
 

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
で
体
育
会
が
開
 

ー
催
さ
れ
、
1
年
か
ら
 

し
べ
一
、
4
・ 

3
年
ま
で
、
組
で
3
 

山
ブ
ロ
ッ
ク
に
色
分
 

け
し
て
、
競
技
を
く
 

り
広
げ
ま
し
た
。
 

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
 

四
〇
〇
m

リ
レ
ー
 

で
は
、
学
年
男
女
 

の
選
手
と
一
緒
に
、
保
護
者
も
出
場
し
、
生
 

徒
の
走
り
に
負
け
な
い
健
脚
ぶ
り
を
発
揮
、
 

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
、
ゴ
ー
ル
ま
で
勝
敗
が
、
 

る
時
、
「
絶
対
、
成
功
さ
せ
る
ぞ
」
と
、
お
互
い
 

の
肩
を
し
っ
か
り
と
組
み
一
段
一
段
を
立
 

ち
上
が
り
、
両
校
と
も
見
事
に
三
段
・
四
段
 

タ
ワ
ー
を
完
成
さ
せ
た
、
そ
の
時
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
に
は
、
児
童
と
保
護
者
達
の
歓
声
や
拍
手
 

が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。
 

勝
敗
に
関
係
な
く
、
力
を
出
し
切
っ
た
体
 

育
会
は
、
児
童
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
に
残
る
 

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
 

，ーイ壬千、廿とけI 

で豪かせたぞいふI-)ー 

J 

▲最後のポーズも決まったね ▲「ソーラ・ソーラン」口ックソーラン節 
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も
つ
れ
込
む
場
面
が
あ
り
、
場
内
を
湧
か
せ
 

ま
し
た
。
 

女
子
全
員
に
よ
る
ダ
ン
ス
は
、
三
年
生
の
 

ダ
ン
ス
委
員
が
中
心
と
な
り
自
分
た
ち
で
 

協
力
し
あ
い
な
が
ら
創
作
し
た
ダ
ン
ス
を
 

踊
り
ま
し
た
。
 

男
子
組
体
操
も
生
徒
が
考
え
た
組
体
操
の
 

演
技
を
行
い
、
四
段
タ
ワ
ー
ま
で
体
形
 

、

‘

・

 

を
乱
す
こ
と
な
く
披
露
し
ま
し
た
。
ニ
，
（
嘱
‘
ン
製
 

中
学
校
最
後
の
体
育
会
と
な
る
、
 

「
 
が
妥
身
ポ
」
『
 

三
年
生
が
綱
引
き
チ
ャ
ン
ピ
オ
 

ン
カ
ッ
プ
で
P
T
A
と
対
戦
し
、
 

お
互
い
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
 

力
一
杯
、
綱
を
引
き
合
い
ま
し
た
。
 

イ
ザ
「
 

プ●即I
' 

「
こ
の
勝
負
P
T
A

の
勝
ち
…
」
「
引
く
力
は
、
 

ま
だ
ま
だ
、
負
け
ん
ぞ
」
と
保
護
者
も
、
ト
ロ
 

フ
ィ
ー
を
手
に
力
健
在
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
 

し
て
い
ま
し
た
。
 』‘驚』‘v

畦●・一）ーート 

、ョr
・
い
ご
巨
プ
ー
 

‘
ー
ー
 

ーf

ム
．
才
】
 

×
」
，
t
癌コ 

一
 

、」 

棚
 

2
 

一

 

」
 

劃
 

ま
 

朝
 

2
 

闘
 り

滴
」
ず
 

敵
山
、
ば
 

,．硝一転 

I
欧）て 

ノ
‘
遣
「
ゾ
了
え
 

ろ
 

そ
 

み
 

並
 

足
 

▲
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方
城
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
大
会
 

気を付けて 

打って●走った 

ダイナマイト 

優 勝 

悪質商法から身を守ろう 

中
村
良
一
さ
ん
表
彰
さ
れ
る
 

- 

最近、方城町では「悪質商法」の苦情相談が多く寄せられています。 

そこで、被害を未然に防ぐためのアドバイスを数回に分けてお知らせ 

します。 

町ソフトボールナイターリーグ 

連盟主催で、4月から10月までの 

毎週木曜日に、4チームが参加して、 

ソフトボールナイターリーグ大会 

が開かれていました。 

10月9日、町民グラウンドにお 

いて、年間15試合のリーグ戦を勝 

ち抜き、今年の優勝を飾ったダイ 

ナマイトチームの表彰式がありま 

した。 

最多勝利投手・最多打率部門は、 

東康文さん（ダイナマイト）、最多 

本塁打部門は、池永竜二さん（グリ 

ーンパイル）が受賞しました。 

グ対戦成績表 

▲優勝チーム“ダイナマイト” 

ナイターリ 

順 位 チ―ム名 得点 失 占 差 

勝 負 分 

優 勝 ダイナマイト 
224 121 103 
12 3 0 

準優勝 ニュ一フレンズ 
150 116 34 

8 7 0 

3 位 グリ一ンパイル 
147 142 5 
7 7 1 

4 位 ホワイテイ 
103 245 -142 
2 12 1 

) 

◆今回は「悪質商法」のこわさとは？ 
「悪質商法」とは、言葉巧みに消費者を勧誘し、高額な商品やサービ 

スを売りつける販売方法です。かれらは、好印象を与えるテクニック 

を身に付けており、若者には夢と甘さにつけ込み勧誘し、高齢者には 

話し相手になり信頼を得て、老後の蓄えをねらっています。全般的に「し 

つこく食い下がる」というのが特徴です。 

最近よく電話がかかるとか、訪問販売者が来て困っている方は、お 

近くの消費者生活相談窓口まで相談しましよう。 

問い合わせ先 飯塚市消費生活センター 

公〇948・22・〇857 

次回は「事例に見る悪質商法の手口」について 

10 
月
7
日
、
本
町
の
青
少
年
補
導
員
で
あ
 

る
中
村
良
一
さ
ん
（
久
六
）
は
、
長
年
に
わ
た
 

り
地
域
安
全
活
動
に
努
め
、
安
全
安
心
町
づ
 

く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
そ
 

の
功
績
に
対
し
福
岡
県
防
犯
協
会
連
合
会
 

会
長
な
ら
び
に
福
岡
県
警
警
察
本
部
長
か
 

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

注意点を守って借りてね 

図書館からのお願い 

"’ーrn~T '’『~ノノノ‘エTJe八コ 
' 

' ’ ・ 

第3回福岡県北部青少年フルコンタクト空手道大会 

重量級 般軽量級 - 

また図書館では月ごとに新刊 

を購入していきます。 『話題に 

なっている新刊本』を対象に毎 

月随時購入していく計画です。 

10月期は以下の本を購入しま 

した。 

このごろ利用者が増えてきて 

とてもうれしく思うのですが、 

貸出簿の記入の不備も多く、と 

ても困つています。下記の注意 

点を守って借りるようにしまし 

よう。 

両クラス制覇！! 

ノー拳成館― 

注意点 

▲試合後の拳成館道場生 

9
月
7
日
、
鞍
手
町
立
体
育
館
に
お
い
て
 

「
第
3
回
福
岡
県
北
部
青
少
年
フ
ル
コ
ン
タ
 

ク
ト
空
手
道
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
 

方
城
町
の
拳
成
館
の
選
手
が
、
 13 

ク
ラ
ス
 

に
出
場
し
7
ク
ラ
ス
で
優
勝
、
準
優
勝
4
人、 

3
位
4
人
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
0
 

猛
暑
の
中
で
も
、
日
々
厳
し
い
練
習
に
鍛
 

え
て
き
た
、
道
場
生
達
は
、
そ
の
技
の
成
果
 

を
発
揮
し
大
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。
 

結
果
と
し
て
一
般
の
部
で
、
軽
量
級
と
重
 

量
級
、
両
ク
ラ
ス
を
制
覇
し
、
重
量
級
で
は
 

同
門
対
決
で
1
位
・
2
位
を
独
占
す
る
と
い
 

ー
つ
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
一
般
ま
で
、
幅
広
い
実
 

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

拳
成
館
で
は
、
4
歳
か
ら
 53 

歳
ま
で
、
男
 

女
の
道
場
生
が
、
気
合
い
と
汗
を
流
す
中
で
、
 

各
々
が
着
実
に
、
実
力
を
つ
け
、
出
場
す
る
 

各
空
手
道
大
会
に
お
い
て
、
常
に
上
位
入
賞
 

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
 

■大会結果■ 
（方城町民のみ） 

【優勝】 

〇小学6年生の部 朝部翻太 

〇小学5・6年女子の部 植田果穂 

〇高校1年生の部 石橋昌明 

〇―般重量級の部 高木慎介 

【準優勝】 

〇中学2年生の部 

【3位】 

〇小学2年生の部 朝部 巧 

〇高校1年生の部 福冨勝也 

10月期新刊 

①『ハリガネムシ』 

吉村菖壱 

（今年度芥川賞受賞作） 

②EI4TEENJI 

石田衣良著 

（今年度直木賞受賞作） 

③『星々の舟』 

村山由佳著 

（今年度直木賞受賞作） 

④『Itと呼ばれた子』 

デイヴ・ペルザー著 

（幼児虐待の手記です） 

①『本の名前』『自分の名前』、『住 

所』、『電話番号』は分かりやす 

い字で記入する。 

②続きモノなど巻数のあるモノ 

は巻数までハッキリと記入する。 

③借りた本は1週間程度で返却 

する。 

④借りた本を返すときは、『力ウ 

ンターにある返却本入れ』に 

入れる。 

⑤借りた本は大切に扱う。 

※他にも続々購入予定です。 
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● 
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● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
● 
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あ
り
ご
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

環
境
・
健
康
づ
く
り
募
金
 

集
計
の
お
し
ら
せ
 

募
金
の
期
間
 
8
月
1
日
1
9
月
 30 

日
 

募
金
の
合
計
 
2
6
2
、
4
1
〇
円
 

募
金
の
使
途
 
環
境
保
全
、
健
康
づ
く
り
の
 

情
報
収
集
や
、
必
要
な
 

情
報
を
広
く
普
及
 

し
て
い
く
た
め
の
広
報
啓
発
事
業
を
行
い
、
 

更
に
地
域
に
お
け
る
身
近
な
生
活
環
境
や
 

良
好
な
自
然
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
 

や
、
生
涯
を
健
や
か
に
生
き
る
た
め
の
健
康
 

づ
く
り
事
業
な
ど
の
推
進
に
重
点
を
お
き
、
 

地
区
組
織
の
自
主
的
な
実
践
活
動
を
積
極
 

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の
活
動
資
金
に
 

充
て
る
こ
と
と
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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伊方小学校・方城中学校 

グラウンド拡張整備終わる 

平成11年度から特定地域開発就労事業の一環とし 

て進められてきた伊方小学校・方城中学校グラウンド 

拡張整備工事が9月に竣工しました。 

昨年の中学校体育会は、工事期間中だったため町民 

グラウンドでの開催になりましたが、9・10月に開か 

れた両校の体育会では、児童、生徒達が広くなったグ 

ラウンドを使って、競技や演技に思いっきり汗を流す 

ことができました。 

方城中学校グラウンド 

◆方城町と俳句◆ 

▲みんな精一杯に叩きました 

児童センターには、放課後4時 

頃より子ども達が集まり初め、6 

時近くまでセンター内を所狭しと 

飛び回って遊び夢中の様子、土日は、 

朝から1日中とぎれることなく、 

子ども達の歓声がきこえています。 

第2・4土曜日に練習している 

和太鼓クラブの友達が、10月12 

日に開催された、ソバの花フェス 

タ2003 と直方市の花公園で日 

頃の練習の成果を披露、2回の演 

奏の中で、それぞれにアンコール 

もかかりました。 

子ども達の中には、手の豆を破 

りながらも最後まで力強く太鼓を 

叩く子もいて、素晴らしい太鼓の 

響きに、会場に来ていた観客から 

盛大な拍手をもらいました。 

1 
ノ
 

伊方小学校グラウンド 

) ) 

人権週間の取り組みの― 

環として、町民から人権標語・ 

川柳・作文・短歌等の作品を募 

集いたします。（一人何点でも可） 

申し込みは、郵送にて住所、実 

名を記入のこと。作品は掲示されます 

のでペンネーム希望の方はペンネームも記 

入してください。 

締め切 り 11月17日（月） 

〒822-1212 

方城町大字弁城2212-4 

ふれあい館 竹下宛 

12月1日（月）から 

児童センター 

ふれあい館 担当 竹下 

公2 2・3736 

※優秀作品には、豪華なプレゼントを用意し 

ております。 

作品送付先 

作品展示場所 

問い合わせ先 

I 

まちづくりの 

話を聞きにつ！! 

ち
よ
つ
と
寄
っ
て
 

/ 

み
ま
せ
ん
か
 て 

1 1月21日（金） 

地域交流センター（町民グラント横） I 

19:00'- I 

山中多美男さん I 

「社会福祉法人 ノーマライゼー I 

ション協会」 I 

まちづくりについて、人権の視点で、 I 

福祉の視点でわかりやすく話しを I 

してくださいます。 I 

\ J 

と き 

場 所 

時 間 

話 者 、ン 

I 

人権・ハンセン病 

人権・ハンセン病の 

パネル展を行います。 

2003年12月1日（月）~ 

12月12日（金） 

方城町役場 1階口ビーにて 

期 日 

場 所 

6 2003年（平成15年）11月 FF 広報ほうじよう 

老
人
大
学
俳
句
教
室
 

講
師
 

池

田

 

一
歩
 

選
 

そ

ま

み

ち

 

い
t

づ

ち

さ

ま

 

き

り

 

な

か

 

柚
径
も
石
鎚
様
も
霧
の
中
 は

か

 
の
 

パ
レ
ッ
ト
の
中
に
広
が
る
花
野
か
な
 

、
小
う
 

ふ
 

か
い
 

わ
 

小
鳥
来
て
夫
婦
の
会
話
始
ま
り
ぬ
 

み
 

と
 

、」 

か

く

 

長
き
夜
を
看
取
る
娘
隠
れ
泣
き
も
t

て
 

く
》
」
、
」
ろ
 

か

な

 

か
・
え
 

ば

女

 

句
心
に
叶
ふ
つ
、
ぐ
の
帰
り
花
 

虫
の
か
に
印
党
め
て
を
り
て
勢
心
」
地
 

灘
剰
に
つ
い
逮
車
を
t

て
佃
舞
ひ
 

新
t
き
秋
の
香
梶
つ
コ
ン
バ
イ
ン
 

親
栽
の
蛋
難
勝
き
お
世
か
な
 

女
卿
献
恭
観
瞥
議
木
々
際
t
 

告
知
な
る
後
の
象
鶏
や
ち
ち
ろ
虫
 

ゆ
 

か
ぜ
 
お

と

 

け
 

は
い
 

木
々
揺
ら
す
風
音
秋
の
気
配
t

て
 

鈴
木
秋
風
子
 

永
野
美
智
子
 

尾
崎
 
和
子
 

松
本
ミ
ネ
ヤ
 

永
末
 
公
恵
 

桑
野
 
園
女
 

白
石
 

凡
子
 

野
村
 
鈴
子
 

桑
野
 
昌
宣
 

藤

井

 
治
彦
 

白
石
 

鶴
代
 

渡
辺
 

一
枝
 

『
燃
ゆ
る
石
』
（
菜
殻
火
社
、
発
行
者
 

野
見
山
朱
鳥
 
昭
和
4
0

）に 

は
、
方
城
町
が
方
城
炭
鉱
を
中
心
と
t
て
、
俳
句
が
大
変
盛
ん
で
、
な
つ
か
 

t

い
人
の
作
品
が
、
た
く
さ
ん
の
っ
て
い
ま
す
。
 

方
城
町
は
、
田
川
市
郡
だ
け
で
な
く
、
炭
坑
の
あ
っ
た
所
で
は
、
一
番
多
 

く
、
ニ
十
人
位
の
名
前
が
載
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
中
に
は
、
現
在
も
俳
句
教
室
で
、
活
躍
t

て
い
る
ニ
人
の
作
品
も
 

あ
り
ま
す
。
 

昇
坑
の
坑
夫
は
う
す
着
時
雨
ふ
る
 
鈴
木
秋
風
子
 

硬
山
に
こ
れ
よ
り
霧
の
深
き
日
々
 

松
本
ミ
ネ
ヤ
 

炭
坑
の
灯
り
は
、
も
う
、
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々
の
生
活
や
方
城
町
の
山
 

な
ど
を
五
・
七
・
五
に
詠
ん
で
、
老
人
大
学
で
楽
t
み
ま
せ
ん
か
 

一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
、
お
持
ち
t
て
い
ま
す
。
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主
月
暇
 

1
'
 

案
内
板
 

お
知
ら
せ
 

平
成
 15 
年
度
 

福
岡
県
最
低
賃
金
 

⑥
1
時
間
 
6
4
4
円
 

⑥
個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
 12 

月
 

ー
目
（
月
）
で
す
。
 

田川市 

〇田川地区産業まつり 
と き 11月15日（土）11時～ 
陸上自衛隊飯塚駐屯地音楽部演奏、チアリーディング、ピ工 
口マジックショー 
16日（日）11時30分と14時2回公演 
爆竜戦隊アバレンジャーショー 
※2日とも田川地区の農産物（新米・金川牛）の当たる抽選 

会あり 
ところ 田川市総合体育館 
入場無料 
会場は混雑が予想されますので、車は市役所に駐車して、シ 
ヤトルバス（無料）をご利用ください。 

添田町 
〇とびうめ国民文化祭1年前イベント 

室内楽フェスティバル 
と き 11月9日（日）13時～ 
ところ オークホール 
入場無料 

〇英彦山男魂祭 
と き 11月16日（日） 
深倉大祭 10時～11時 男魂祭 11時～ 

〇地場産業まつり 
と き 10時～16時 
ところ 深倉園地 

金田町 
〇田川スキスキフェスタ 
と き 11月23日（日）10時～ 
ところ 日王の湯 野外イベント会場 
問い合わせ 方城町商工会 公22・4892 

〇金田えびす祭り 
と き 12月2日（火）17時～22時 3 日（水）7時～10時 
ところ 菅原神社境内 
問い合わせ 金田町商工会 公22・1 1 1 1 

赤池町 
〇童謡CDウタガキ 制作発表コンサート 
と き 11月23日（祝）13時～ 
ところ 赤池町同和対策中央研修所 
※来場者に童謡CDプレゼント（限定品） 
※中国プロミュージシヤンの演奏あり 

あなたの一票を 国政の場へ 

忘れずに投票しましょう 

血子主．ウ昌主早‘うい己a畔 
万くβ我I.7t巨我見il心雇手 

最高裁判所裁判官国民審査 

■投票日 11月9日（日） 

不在者投票期間 1 1月8日（土）まで 

■問い合わせ 

方城町選挙管理委員会 

ど球、 

し、納 
。期 

内 
納 
付 
に
こ
協
力
く
だ
さ
 

■
問
い
合
わ
せ
 

県
田
川
県
税
事
 

務
所
 

公
4
2

・
9
3
O
4
 

早
期
再
就
職
の
た
め
に
 

雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
 

⑥
不
良
債
権
処
理
の
影
響
に
よ
り
 

人
員
整
理
等
の
雇
用
調
整
を
行
 

う
事
業
主
の
方
々
 

①
不
良
債
権
処
理
の
影
響
に
よ
り
 

雇
用
調
整
が
必
要
と
な
っ
た
。
 

②
雇
用
調
整
方
針
の
作
成
 

③
雇
用
調
整
方
針
の
届
け
出
、
対
 

象
者
本
人
へ
の
雇
用
調
整
方
針
 

募
 

集
 

特
産
品
開
発
参
加
募
集
 

⑥
あ
な
た
も
方
城
町
の
特
産
品
を
 

開
発
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

方
城
町
農
業
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
 

作
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
、
大
豆
、
そ
 

の
他
の
材
料
を
使
っ
て
、
特
産
 

品
を
開
発
し
て
頂
け
る
方
グ
ル
 

ー
プ
又
は
、
個
人
を
募
集
し
ま
す
。
 

■
募
集
期
間
 

11 

月
下
旬
ま
で
 

■
連
絡
先
 
高
津
康
則
 
公
2
2

・ 

〇
5
7
3
 

永
未
大
介
 

公
2
 

2
・
2
1
1
5
 

中
村
正
友
 

公
2
2

・
3
1
6
3
 

方
城
町
 

農
業
総
合
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

2003 NOVEMBER 

対
象
者
証
明
書
の
交
付
（
ハ
ロ
 

ー
ワ
ー
ク
）
 

④
雇
用
再
生
集
巾
支
援
事
業
の
開
 

始
 

⑨
支
援
の
内
容
 

支
援
対
象
者
を
常
用
雇
用
と
し
 

て
雇
い
人
れ
た
り
、
ト
ラ
イ
ア
 

ル
雇
用
と
し
て
受
け
人
れ
た
場
 

合
、
自
ら
起
業
し
雇
用
を
創
出
 

す
る
場
合
に
不
良
債
格
処
理
就
 

業
支
援
特
別
奨
励
金
が
支
給
さ
 

れ
ま
す
。
 

⑨
支
援
対
象
者
 

雇
川
調
整
方
針
対
象
者
証
明
書
 

の
交
付
を
受
け
た
方
 

30 

歳
以
ー
 60 

歳
未
満
の
方
 

■
問
い
合
わ
せ
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
 

容
4
4

・
8
6
O
9
 

平
成
 15 
年
分
源
泉
所
得
税
の
 

年
末
調
整
説
明
会
 

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

⑥
年
未
調
整
関
係
の
資
料
は
、
 

、

、

‘

 

事
 

前
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
説
明
 

会
当
日
、
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。
 

案
内
状
に
つ
い
て
は
本
年
か
ら
、
 

事
前
送
付
さ
れ
た
資
料
に
同
封
 

し
て
い
ま
す
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 

田
川
税
務
署
法
 

人
課
税
部
門
 

容
4
4

・
4
5
 

一 
（b 

開催日 開始時刻 ご案内対象者 会場及び所在地 

1 1月20日 

（木） 
午後1時30分 

田川市郡の 

個人事業者 
田川青少年 

文化ホ―ル 

田川市平松町 

づーづb 11月21日 

（金） 

午前10時 田川郡内の法人 

午後1時30分 田川市内の法人 

被
爆
者
二
世
健
康
診
断
 

■
と
 
き
 

平
成
 16 

年
1

月
 31 

日
 

(L

）
ま
で
 

毎
週
月
・
火
・
木
・
 

金
 14 

時
5
 15 

時
（
2
 
11 

前
ま
で
 

に
直
接
病
院
へ
連
絡
）
 

■
と
こ
ろ
 

飯
塚
病
院
 

公
〇
9
 

4
8

・
2
9

・8

〇
O
6
 

■
問
い
合
わ
せ
 

県
月
健
康
対
策
 

課
保
健
事
業
係
 

公
o
9
2

・ 

6
4
3

・
3
2

一
O
 

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
 

働
く
人
の
な
ん
で
も
労
働
相
談
 

■
と
 

き
 

5
9
L
寸
 

1

l

ー

 

ー

 
ー

ノ

 

7
1

(1
一 13 
時
 

■
と
こ
ろ
 

ヤ
ン
グ
ワ
ー
ク
F
U
 

K
U

〇
K
A
 

■
問
い
合
わ
せ
 

筑
豊
労
働
福
祉
 

事
務
所
 

容
〇
9
4
8

・
2
2

・ 

1
1
4
9
 

筑
豊
市
民
大
学
公
開
講
演
会
 

豊
市
民
大
学
 

■
と
 

き
 

11 

月
 22 

H

（土） 
14 

時
 

、

J

 

■
と
こ
ろ
 
福
岡
県
立
大
学
講
堂
 

■
講
師
 

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
 

代
表
 
中
村
哲
さ
ん
 

■
参
加
費
 
無
料
 

■
問
い
合
わ
せ
 

筑
豊
市
民
大
学
 

運
営
委
員
長
 
久
富
さ
ん
 

容
〇
9
〇
・
8
6
6
5

・
3
6
8
9
 

再
就
職
を
応
援
し
ま
す
 

⑥
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
 

で
離
職
さ
れ
た
方
を
サ
ポ
ー
ト
 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
 

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
 

公
〇
 

9
4
8

・
2
2

・
1
6
8
1
 

製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん
 

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を
 

⑨
 12 

月
 31 

目
現
在
で
調
査
を
行
い
 

ま
す
。
 

12 

月
か
ら
平
成
 16 

q
l

月
に
か
 

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 

企
画
財
政
課
 

公
内
線
2
3

ー
 

】
氏
 

冷央 

IIII
ロ
 

‘

明

 

平
成
 15 
年
度
消
防
吏
員
採
用
 

■
採
用
予
定
人
員
 

若
ー
名
 

消 
防
更
員
 

■
受
験
資
格
 
昭
和
 52 

自
4

月
2
 

目
5
 61 

年
4

月
1

日
ま
で
生
ま
 

れ
 

⑨
1
次
試
験
 

■
と
 

き
 

平 
成 
16 

2 
J 」 
1 
I I 

（目） 

■
と
こ
ろ
 

田
川
市
 

校
 

■
受
付
期
間
 

12 

月
 10 

日
（
水
）
5
 

19 

目
（
金
）
ま
で
（
上
・
日
除
き
）
 

9
時
5
 17 

時
ま
で
 

■
問
い
合
わ
せ
 
田
川
地
区
消
防
 

本
部
総
務
課
人
事
係
 
公
4
4

・ 

〇
6
5
O
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米※※苔ミ斗ミ※保健だより※※※※葺ミ尋ミ 
■ところ 保健福祉センター 

m 
51 ■問い合わせ 保健福祉センター 公22 ・ 

, 

) 

実 施 日 

11月6日（木） 

ー’"~1でン可；●”’ャ 

種 類 

1歳6力月児 

健診 

対 象 者 

(H13. 1 1.2 
-H14. 4 .30k) 

時 間w 

13ミ5' 
- 13:45 

13:45 
- 14:30 

13:30 
~16:00 

3 歳児健診 (H12. 3.15 
--H12. 6.23生) 

65歳以上の方 
60歳～64歳で 
重い病気のある方 
（要問い合わせ） 
＊予約の方のみ 

1 1月5日（水） 

1 1月12日（水） 

1 1月19日（水） 

1 1月26日（水） 

12月3日（水） 

高齢者のイン 

フル工ンザ予 

防接種 

11月7日（金） 

12月12日（金） 

健康相談 

健康・生活習慣病 

など日頃気になって 

いることがある方 

9:30 
~1 1:30 

乳児体重測定 生後〇～3力月児 10:30 
- -1 1:30 

12月4日（木） 

乳児健診 
（身体測定・ 

相談等） 

生後4~5 力月児 

(Hi 5.6.3~H 1 5.8.6生) 
13:00 
~13: 30 

生後7--8力月児 

(Hi 5.3.3~Hi 5.5.8生) 

13:30 
- i4:00 

12月10日（水） 

三種混合 生後3~90力月 
未満児 13:30 

~i4:30 虫歯予防 
フッソ塗布 

Hll.4.2以降に 
生まれた方（希望者） 

12月24日（水） 麻しん 
生後1 2-90力月 
未満児 

13:30 
~14:30 

の
 

v
 

容22・〇52〇（内線17〇） 

※※米※献血のお知らせ※芳ミ苔ミ尋ミ 
■もってくるもの 献血手帳 
■ところ 保健福祉センター 

時 間 日 程 

10:00--i 1:30 
12:30--i6:00 

ii月14日（金） 

甑
 

編集後記 

―足早く、今月号が今年最後の発行になります。 
広報担当になって、一年の過ぎ去るのが、あっと言う間 

に感じられるようになりました。 
でも、今年は下田川三町任意協議会発足など、市町村合 

併を身近な問題として取り組み、考えなければならない、 
きっかけになる年でもありました。 

来年も、目まぐるしい変化の年になるかも知れませんが、 
皆さんに町の情報や話題（合併問題も含）を提供できるよ 
う頑張りますので、よろしくお願いします。（鉄） 

× ノ 

国民健康保険税の納期は第5期 1 

■9月の事件・事故数 
方城町内の事件事故発生状況／田川警察署 

ドライバーのあなた・・・「自分の車ぐらいは・・・」の 
安易な路上駐車が事故発生のモト・・・ 

1月1日～30日・第6期・・・12月1日～25日までです。 

⑨“ 広報ほうじよう 2003年（平成15年）11月 
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12月・ 1 月に誕生日を迎える3歳までの子を募集しています（12月10日締切り・敬称略） 

りゅうじ 

榊 竜司くん 
平成12年11月24日生 

（東古門） 

〈榊徳春・美由樹〉 

◆メッセージ◆ 
3 人のお姉ちゃんに囲まれ 
ている竜司くん。 
元気にあくすく育ってね。 

みゆき 

永原 美幸ちゃん 
平成14年11月24日生 

（湧測住宅） 

〈永原光伸・紀美〉 

◆メッセージ◆ 
人に会うのが、だあいすき。 
ちょっびC )おませで元気は 
つらつの女の子です。 

だいと 

仲村 太翻くん 
平成14年10月16日生 

（西古門） 

〈仲村勉・和美〉 

◆メッセージ◆ 
いつも元気いっばいの太翻 
くんは、わが家の「わんぱ 
く小僧」です。 

あかね 

木戸 紅音ちゃん 
平成14年10月5日生 

（草場） 

〈木戸正雄・千恵香〉 

◆メッセージ◆ 
活発で笑顔いっぱい優しい 
子になってね！ 

第7回ふれあいマラソン大会 
第43回子ども駅伝大会 

第33回方城町文化祭 
（筑豊読書まつり2003 ) 

●と き 

ll月16日（日）8時30分～ 

．コープ 
ー一 一、 撃 

マサユキ電器（スタート・ゴール） 

～斉藤酒店 
・～・瞬鵬“穿’' 

・フノA力ソmグrルW'r ス 
箪 ミ繊轍棚瞭器猟飴議福掛r 乞A喜二嘉きIぎ 

灘帯繊「麟， 
退難騎 

●と き l1月8日（土）・9日（日）9時～16時 

●会 場 方城町中央公民館・町民体育館・ 

地域交流センタ・児童センター 

●主 催 方城町文化祭実行委員会 

問い合わせ 社会教育課 公22・4300 
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